
　

国
産
野
菜
は
今
、
過
剰
な
の
か
？　

そ
れ

と
も
不
足
な
の
か
？　

野
菜
の
生
産
と
消
費
、

そ
の
流
通
に
つ
い
て
、
講
師
・
小
林
彰
一
氏
は

ま
ず
世
間
の
常
識
に
疑
問
符
を
つ
け
た
。

　

過
去
10
年
間
で
野
菜
の
国
内
生
産
は
15

％
、
2
2
0
万
t
減
っ
て
い
る
。
輸
入
量
が

増
え
た
か
ら
、
国
産
が
減
っ
た
の
か
？　

こ

の
期
間
で
増
え
た
輸
入
量
は
70
万
t
だ
か

ら
、
流
通
量
は
1
5
0
万
t
減
っ
た
こ
と
に

な
る
。
実
は
輸
入
量
で
増
え
た
の
は
、
業

務
・
加
工
用
だ
。
こ
れ
ら
は
ネ
ッ
ト
で
入
る

か
ら
、
国
内
生
産
の
減
少
量
を
輸
入
増
の
70

万
t
で
だ
い
た
い
補
え
て
い
る
。
そ
し
て
国

内
で
消
費
さ
れ
る
野
菜
の
う
ち
、
加
工
品
の

割
合
が
増
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
消
費
量
が

減
っ
た
の
で
は
な
く
、
供
給
量
が
減
っ
た
考

え
る
の
が
妥
当
だ
。

　

だ
か
ら
、
「
野
菜
を
も
っ
と
食
べ
よ
う
」

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
よ
り
も
、
落
ち
込
ん

だ
国
内
生
産
量
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。

落
ち
込
み
を
招
い
た
の
は
、
生
産
者
の
「
単

価
主
義
」
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
良
い
値
段
が

出
な
い
と
生
産
を
減
ら
す
「
縮
小
再
生
産
」

が
続
い
た
結
果
な
の
だ
。

「
国
産
志
向
」
が
小
売
・
加
工
・
業
務
用
需

要
者
で
高
ま
っ
て
い
る
。
企
業
は
安
全
の
リ

ス
ク
を
犯
し
た
く
な
い
の
で
、
国
産
原
材
料

へ
の
強
い
要
望
が
あ
る
。
産
地
は
と
に
か
く

小
売
企
業
と
提
携
し
よ
う
と
進
め
て
お
り
、

中
国
産
な
ど
輸
入
野
菜
の
「
国
産
へ
の
代

替
」
化
傾
向
と
、
生
産
団
体
の
需
要
者
と
の

契
約
取
引
き
が
活
発
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
地
産
地
消
を
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と

し
て
確
立
さ
せ
る
試
み
が
進
む
。
神
奈
川
県

で
は
地
産
地
消
を
学
校
給
食
に
一
斉
導
入

し
、
富
山
県
で
は
小
売
業
で
同
様
の
取
り
組

み
を
開
始
し
た
。
地
域
の
顧
客
が
ど
の
よ
う

な
野
菜
に
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
る
か
を
吸
い

上
げ
、
地
域
の
野
菜
生
産
に
反
映
さ
せ
る
仕

組
み
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
小
売
業
や
食

品
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
顧
客
を
持
つ
中
卸
業
者

2
0
0
8
年
の
青
果
物
ト
レ
ン
ド
は
？

の
、
仲
介
・
斡
旋
・
調
整
・
提
案
機
能
を
強

化
す
る
動
き
だ
。
小
売
業
や
食
品
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
ニ
ー
ズ
は
デ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
の

中
卸
業
者
に
伝
わ
る
。
茨
城
県
や
宮
城
県
な

ど
で
は
、
早
々
に
連
携
を
進
め
て
い
る
。

　

彼
ら
は
脱
「
単
価
主
義
」
の
提
案
を
す

る
。
例
え
ば
、
冷
凍
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
キ
ロ

単
価
は
50
〜
55
円
、
従
来
の
産
地
で
は
引
き

合
わ
な
い
。
と
こ
ろ
が
大
規
模
化
や
水
田
転

作
を
進
め
る
地
域
で
、
密
植
に
し
て
40
〜
50

cm
に
す
れ
ば
、
反
当
り
５
ｔ
で
25
万
円
に
な

る
、
手
取
り
金
額
に
よ
る
経
営
だ
。
彼
ら
を

通
し
て
流
通
企
業
と
集
落
営
農
組
織
と
の

「
連
携
強
化
」
が
進
む
だ
ろ
う
。

　

販
売
面
で
は
、
ス
ー
パ
ー
の
野
菜
売
場
は

硬
直
し
て
い
る
。
52
週
の
安
定
供
給
を
徹
底

さ
せ
た
結
果
、
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
売
場
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
の
主
婦
は
感
覚
的

で
、
先
週
1
9
8
円
だ
っ
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

が
、
今
週
山
盛
り
で
1
5
0
円
！　

と
い
う

売
場
に
反
応
す
る
。
だ
か
ら
、
売
場
に
活
気

が
あ
る
の
は
八
百
屋
系
の
ス
ー
パ
ー
だ
。
野

菜
売
場
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
る
。
つ
ま
り
は

市
場
出
荷
・
相
場
に
連
動
し
た
販
売
形
態
が

見
直
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

最
後
に
安
心
・
安
全
。
こ
れ
は
も
う
消
費

者
に
浸
透
し
て
い
る
。
も
っ
と
必
要
な
の

は
、
お
い
し
い
か
ら
買
っ
て
く
だ
さ
い
と
い

う
「
お
い
し
さ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
だ
。
メ

ニ
ュ
ー
や
食
材
の
組
み
合
わ
せ
を
小
売
店
、

中
・
外
食
と
連
携
し
な
が
ら
考
え
る
こ
と
が

必
要
だ
。

2008年3月の活動

 

『農業経営者』読者の会 会報

定
例
セ
ミ
ナ
ー
第
8
弾
！

柏みらい農場で120haの農場経営を支える乾田直
播と大規模畑作技術の実演会に参加。

CONTENTS
定例セミナー第8弾

全国大会レポート

共同出展レポート

3月の活動・参加申込書
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〒169-0075 東京都新宿区高田馬場3-18-25 康洋ビル9F TEL 03-3360-2697 FAX 03-3360-2698

定例セミナー・商談会への共同出展

 

◎参加申込書・資料請求（FAX専用 0120-410-359）

お申込方法/FAX 0120-410-359まで送信してください。（農業経営者HP http://www.farm-biz.co.jp/ からもお申込できます）
お問合せ/（株）農業技術通信社「農業経営者」読者の会 事務局TEL 0120-555-184
※セミナーへの無料参加は、定期購読1件につき、1名様までです。2名様以上でお申込される場合、2人目より2,000円をいただきます。予めご了承下さい。

①自分の商品を直接バイヤーに売り込みたい！
②外食・中食、卸、小売の販路を広げたい！
③バイヤーの求める商品を生の声で聞きたい！
④他の生産者の売り込み方を見てみたい！
⑤展示会には出たいが手続きや準備が大変そう…
ひとつでも当てはまる方、奮ってご参加ください。お
問合せは☎0120-555-184（担当／並木）まで！
※定員になり次第締切ります。お申込はお早めに！

3/11 火 ～14 金 会場／幕張メッセ
時間／10:00～17:00

「
国
産
野
菜
」
の
生
産
拡
大
を
！

スーパーマーケットとの取引開拓する専門展。付加価値のある商品や、独自性
がある農産物が注目されています。商品力のある農産物で、市場のリクエスト
に応えましょう！

FOODEX JAPAN 2008
世界の食品・飲料業界関係者が集うアジア・環太平洋地域最大の展示会

こんな方にお薦め!

「
2
0
0
8
年
、
野
菜
流
通
は

　
　
　
　
　

ど
う
変
わ
る
の
か
！？
」

読者の会では、共同出展参加者を募集しています。
共同出展費…10万円（造作費込・税別）
あるいは営業代行※であれば…出展費5万円（造作費
込・税別）
※あなたの農産物を読者の会事務局がお預かりして営業を代行します。出展
後、引き合いのあったバイヤーの名刺、問合せ内容をご報告します。

3/21 金 会場／㈱農業技術通信社内セミナー会場
時間／16：00～18：00

「
草
と
り
は
、
上
手
く
な
っ
て
は
駄
目
な
ん
だ
」

PROFILE●1930年、茨城県生まれ。1947年、茨城県牛久市の高松家へ
の婿入りをきっかけに、本格的に農業を始める。以後、茨城県を代表する農
業経営者として多くの人々に影響を与えた。98年には、「『土の力』を引き
出す米づくり、『豚の心』を読んだ飼養技術、『地域の教育』を重視した近
隣の子供たちへの竹林の開放などユニークな活動」を理由に、山崎記念農業
賞を受賞。引退した現在も、指導者として若い経営者たちや業界人、研究者
にヒントを与え続けている。

イノベーション(革新)は自らの弱点や問題を見据える者
にしか実現できない。「草取りは、上手くなっては駄目
なんだ」という高松氏の意図は、習慣に染まり、日常の
問題点を見過ごしてしまう者たちへの警鐘である。イノ
ベーションそのものであった同氏の農業経営者としての
人生をとおして、経営とは、農業とは、夢とは、何かを
問う。

【
講
師
】

高
松
求
氏

　
　
　
　
　

 

（
茨
城
県 

農
業
経
営
者
）

お名前

E - m a i l

ご住所　〒

TEL

FAX

■参加を希望する項目に　 して、必要事項をご記入下さい。

会社名
農場名

□  3/21（金）高松求氏　　 □セミナー終了後の懇親会に参加（18：00～20：00）※会費1,000円

□ 1年購読18,000円（送料・税込）̶ この機会に年20回以上予定のセミナーに無料で参加できる「農業経営者」定期購読を申込̶

申　込

□ FOODEX JAPAN 2008申　込 □ 資料請求

 商談会　   □共同出展     □ 営業代行

  

 定例セミナー　 □定期購読者（無料）    □ 一般参加（5,000円）

  

共同出展費用：10万円【造作費（パネル、POP、配布資料）込・税別】
営業代行費用：5万円【造作費（POP、配布資料）込・税別】

※セミナーは事前申込み制です。
月刊『農業経営者』
定期購読者無料



　

２
月
15
〜
16
日
、
千
葉
・
幕
張
に
全
国
か

ら
読
者
1
0
0
人
が
集
結
、
第
１
回
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
基
調
講
演
は
一
橋
大
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の
米

倉
誠
一
郎
氏
。
親
し
み
や
す
い
口
調
で
産
業

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
農
業
に
引
寄
せ
て
解

説
す
る
講
演
に
、
会
場
が
聞
き
入
っ
た
。

『 農業経営者』読者の会 会報

読
者
1
0
0
人
が
全
国
大
会
に
集
結

2
月
15
〜
16
日
、
テ
ー
マ
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
農
場
を
変
え
る
〜
6
人
の

成
功
者
か
ら
学
ぶ
発
想
転
換
の
ヒ
ン
ト
〜
」
で
開
催
!!

全
国
大
会
レ
ポ
ー
ト

　

続
い
て
農
業
界
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実

践
し
て
き
た
ゲ
ス
ト
６
人
に
よ
る
分
科
会
。

参
加
者
は
２
人
を
選
ん
で
参
加
し
た
。
そ
し

て
ゲ
ス
ト
と
財
部
誠
一
氏
の
司
会
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
20
〜
60
代
の
参

加
者
か
ら
積
極
的
な
挙
手
が
続
き
、
世
代
を

超
え
て
農
業
経
営
の
課
題
を
語
っ
た
。

基調講演の米倉誠一郎先生、読者に
ハッパをかけて頂きました！

20代からも積極的な発言が飛ぶ、
第一次産業ネットの星野雄平氏。

分科会で講演する(株)ナチュラルア
ート代表・鈴木誠氏。

ウクライナで大豆栽培を！分科会
Made by Japaneseの木村慎一氏。

盛り上がりました、懇親会！ 総合司会の財部誠一氏と談笑する
本誌編集長

２日目、まずは和郷園を視察。本部内視察の後、冷凍
工場、リサイクルプラント、農場を視察。

午後には柏みらい農場に移動してプラウ、レーザーレ
ベラー、ジャガイモのプランターの実演会を体験

初日のパネルディスカッション。左から木村慎一氏（サンアップル醸造ジャパン）、渡辺郁夫氏（古ヶ崎空
塾）、木内博一氏（和郷園）、米倉誠一郎氏（一橋大学イノベーション研究センター）、財部誠一氏（経済ジャ
ーナリスト）、佐藤彰一氏（米シスト庄内）、松浦進氏（あさくみ農産）、鈴木誠氏（ナチュラルアート）。

　

2
月
20
日
か
ら
22
日
の
3
日
間
、
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
第
42
回

2
0
0
8
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー

ド
シ
ョ
ー
」
に
て
、
読
者
の
会
が
共
同
出
展

を
行
っ
た
。
同
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
は
食
品
ス

ー
パ
ー
な
ど
の
流
通
業
者
を
中
心
に
、
来
場

者
が
7
万
人
を
超
え
る
大
規
模
な
専
門
展
。

会
場
は
終
始
熱
気
に
包
ま
れ
、
読
者
の
会
の

ブ
ー
ス
を
訪
れ
る
関
係
者
の
流
れ
が
途
絶
え

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
地
元
の
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
に
出
展

し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
ん
な
に
人
が
多
い

の
は
は
じ
め
て
」
と
驚
く
の
は
、
埼
玉
県
本

庄
市
で
つ
ぶ
つ
ぶ
農
園
・
和
菜
を
営
む
鈴
木

美
穂
子
さ
ん
。
若
い
メ
ン
バ
ー
4
名
で
野
菜

全
般
を
栽
培
す
る
同
グ
ル
ー
プ
は
自
家
採
種

の
野
菜
に
力
を
入
れ
、
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
で

は
固
定
種
野
菜
を
セ
ッ
ト
に
し
た
ケ
ー
ス
を

売
り
込
ん
だ
。
「
特
に
関
心
を
示
し
て
く
れ

た
の
は
、“
野
菜
で
新
し
い
特
徴
を
出
し
た

い„
と
考
え
て
い
る
地
場
ス
ー
パ
ー
や
個
人

レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
者
。
ふ
だ
ん
生
産
の
現

場
に
立
っ
て
い
る
と
、
バ
イ
ヤ
ー
や
消
費
者

と
話
を
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
会
話
す

る
だ
け
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。“
3
日
間

で
一
人
で
も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す„
と

い
う
目
標
は
達
成
で
き
た
の
で
は
」

　

共
同
出
展
の
お
も
な
目
的
は
農
産
物
の
売

り
込
み
で
あ
る
が
、
市
場
が
何
を
求
め
て
る

の
か
を
リ
サ
ー
チ
す
る
手
段
と
し
て
も
有
効

だ
。
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ケ
ー
ル
な
ど
の
契
約
栽

培
を
中
心
に
展
開
す
る
鹿
児
島
の
農
業
生
産

法
人
㈲
坂
上
芝
園
の
迫
伸
也
さ
ん
は
、
新
し

い
販
路
を
求
め
て
出
展
。
そ
れ
と
同
時
に

「
今
後
は
現
在
の
品
目
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
作
物
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
市
場
は
何
を
求
め
て
い
る
か
を
知
る

た
め
に
、
様
々
な
食
品
関
係
者
と
話
を
す
る

の
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
今
回
は
い
ろ
い
ろ

情
報
が
集
ま
っ
た
の
で
、
次
の
方
向
性
作
り

に
活
か
せ
そ
う
」
と
成
果
を
振
り
返
る
。
反

省
点
は
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
前
に
参
加
し
た
展

示
会
で
試
食
用
の
イ
モ
ダ
ン
ゴ
が
全
部
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
「
も
っ
と
持
っ
て

く
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
口
を
尖
ら
せ
る
が
、

そ
れ
で
も
鉢
の
中
で
そ
そ
り
立
つ
ケ
ー
ル
の

イ
ン
パ
ク
ト
は
、
来
場
者
の
目
を
引
い
て
い

た
。

セ
ロ
リ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ…

農
業
経
営
者
が
バ
イ
ヤ
ー
に
売
り
込
む
！

共
同
出
展
レ
ポ
ー
ト

さ
ん
だ
。
八
丈
島
で
名
産
品
・
あ
し
た
葉
を

生
産
す
る
垣
内
さ
ん
は
、
昨
年
10
月
に
Ｊ
Ａ

と
共
同
で
新
し
い
加
工
工
場
を
立
ち
上
げ
た

の
を
機
に
、
よ
り
露
出
度
を
高
め
よ
う
と
出

展
を
決
意
。
あ
し
た
葉
の
茶
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
他
業
種
の
ブ

ー
ス
も
巡
回
し
、
「
実
際
に
売
り
出
し
て
る

あ
し
た
葉
寒
天
の
よ
う
に
、
あ
し
た
葉
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
原
料
が
な
い
か
、

ヒ
ン
ト
を
捜
し
た
」
と
貪
欲
な
姿
勢
を
見
せ

た
。
ま
た
出
展
し
た
理
由
は
自
社
製
品
の
売

り
込
み
だ
け
で
は
な
く
、
「
地
元
の
仲
間
か

ら
は
展
示
会
の
雰
囲
気
を
見
て
来
い
と
言
わ

れ
て
き
た
。
で
き
れ
ば
来
年
は
八
丈
島
の
名

産
ブ
ー
ス
と
し
て
大
き
く
出
展
す
る
つ
も

り
」
と
先
の
展
開
も
見
据
え
て
い
る
。

　

各
々
の
目
的
で
参
加
し
、
農
産
物
の
魅
力

を
市
場
に
訴
え
た
共
同
出
展
。
新
た
な
展
開

を
求
め
る
経
営
者
は
一
度
参
加
さ
れ
た
い
。

　

一
方
、
試
食
品
で
大
勢
の
人
を
集
め
て
い

た
の
は
、
愛
知
県
の
横
地
愛
菜
園
が
出
品
し

た
セ
ロ
リ
。
生
産
者
の
横
地
幸
夫
さ
ん
の
愛

娘
二
人
が
店
頭
に
立
っ
て
、
自
家
製
ボ
カ
シ

肥
料
に
よ
る
甘
み
の
あ
る
セ
ロ
リ
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
る
と
、
通
過
す
る
者
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
手
を
伸
ば
し
た
。
「
私
み
た
い
な
お
じ
さ

ん
が
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
り
い
い
で
し
ょ
う
」
と
笑

う
横
地
さ
ん
の
思
惑
が
奏
功
し
、
連
日
、
ス

ー
パ
ー
、
卸
、
加
工
メ
ー
カ
ー
と
多
く
の
名

刺
交
換
を
果
た
し
た
。

「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
か
ら
製
品
の
原

料
と
し
て
使
え
な
い
か
と
相
談
さ
れ
る
な

ど
、
新
し
い
販
路
の
発
見
も
あ
っ
た
。
セ
ロ

リ
の
評
価
も
お
お
む
ね
高
く
、
い
く
つ
か
好

感
触
の
企
業
も
。
感
想
と
し
て
は
思
い
切
っ

て
出
展
し
て
よ
か
っ
た
な
と
」

　

さ
ら
に
今
回
の
出
展
を
幅
広
く
活
用
し
て

い
た
の
が
、
㈱
八
丈
あ
し
た
葉
の
垣
内
直
彦

横地さんは積極的にセロリの試食を勧める、甘みのある
セロリにバイヤーも驚嘆。

つぶつぶ農園・和菜のセット野菜の提案。加工業者、外
食など多くのバイヤーと意見交換をした。



　

２
月
15
〜
16
日
、
千
葉
・
幕
張
に
全
国
か

ら
読
者
1
0
0
人
が
集
結
、
第
１
回
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
基
調
講
演
は
一
橋
大
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の
米

倉
誠
一
郎
氏
。
親
し
み
や
す
い
口
調
で
産
業

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
農
業
に
引
寄
せ
て
解

説
す
る
講
演
に
、
会
場
が
聞
き
入
っ
た
。

『 農業経営者』読者の会 会報

読
者
1
0
0
人
が
全
国
大
会
に
集
結

2
月
15
〜
16
日
、
テ
ー
マ
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
農
場
を
変
え
る
〜
6
人
の

成
功
者
か
ら
学
ぶ
発
想
転
換
の
ヒ
ン
ト
〜
」
で
開
催
!!

全
国
大
会
レ
ポ
ー
ト

　

続
い
て
農
業
界
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実

践
し
て
き
た
ゲ
ス
ト
６
人
に
よ
る
分
科
会
。

参
加
者
は
２
人
を
選
ん
で
参
加
し
た
。
そ
し

て
ゲ
ス
ト
と
財
部
誠
一
氏
の
司
会
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
20
〜
60
代
の
参

加
者
か
ら
積
極
的
な
挙
手
が
続
き
、
世
代
を

超
え
て
農
業
経
営
の
課
題
を
語
っ
た
。

基調講演の米倉誠一郎先生、読者に
ハッパをかけて頂きました！

20代からも積極的な発言が飛ぶ、
第一次産業ネットの星野雄平氏。

分科会で講演する(株)ナチュラルア
ート代表・鈴木誠氏。

ウクライナで大豆栽培を！分科会
Made by Japaneseの木村慎一氏。

盛り上がりました、懇親会！ 総合司会の財部誠一氏と談笑する
本誌編集長

２日目、まずは和郷園を視察。本部内視察の後、冷凍
工場、リサイクルプラント、農場を視察。

午後には柏みらい農場に移動してプラウ、レーザーレ
ベラー、ジャガイモのプランターの実演会を体験

初日のパネルディスカッション。左から木村慎一氏（サンアップル醸造ジャパン）、渡辺郁夫氏（古ヶ崎空
塾）、木内博一氏（和郷園）、米倉誠一郎氏（一橋大学イノベーション研究センター）、財部誠一氏（経済ジャ
ーナリスト）、佐藤彰一氏（米シスト庄内）、松浦進氏（あさくみ農産）、鈴木誠氏（ナチュラルアート）。

　

2
月
20
日
か
ら
22
日
の
3
日
間
、
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
第
42
回

2
0
0
8
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー

ド
シ
ョ
ー
」
に
て
、
読
者
の
会
が
共
同
出
展

を
行
っ
た
。
同
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
は
食
品
ス

ー
パ
ー
な
ど
の
流
通
業
者
を
中
心
に
、
来
場

者
が
7
万
人
を
超
え
る
大
規
模
な
専
門
展
。

会
場
は
終
始
熱
気
に
包
ま
れ
、
読
者
の
会
の

ブ
ー
ス
を
訪
れ
る
関
係
者
の
流
れ
が
途
絶
え

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
地
元
の
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
に
出
展

し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
ん
な
に
人
が
多
い

の
は
は
じ
め
て
」
と
驚
く
の
は
、
埼
玉
県
本

庄
市
で
つ
ぶ
つ
ぶ
農
園
・
和
菜
を
営
む
鈴
木

美
穂
子
さ
ん
。
若
い
メ
ン
バ
ー
4
名
で
野
菜

全
般
を
栽
培
す
る
同
グ
ル
ー
プ
は
自
家
採
種

の
野
菜
に
力
を
入
れ
、
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
で

は
固
定
種
野
菜
を
セ
ッ
ト
に
し
た
ケ
ー
ス
を

売
り
込
ん
だ
。
「
特
に
関
心
を
示
し
て
く
れ

た
の
は
、“
野
菜
で
新
し
い
特
徴
を
出
し
た

い„
と
考
え
て
い
る
地
場
ス
ー
パ
ー
や
個
人

レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
者
。
ふ
だ
ん
生
産
の
現

場
に
立
っ
て
い
る
と
、
バ
イ
ヤ
ー
や
消
費
者

と
話
を
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
会
話
す

る
だ
け
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。“
3
日
間

で
一
人
で
も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す„
と

い
う
目
標
は
達
成
で
き
た
の
で
は
」

　

共
同
出
展
の
お
も
な
目
的
は
農
産
物
の
売

り
込
み
で
あ
る
が
、
市
場
が
何
を
求
め
て
る

の
か
を
リ
サ
ー
チ
す
る
手
段
と
し
て
も
有
効

だ
。
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ケ
ー
ル
な
ど
の
契
約
栽

培
を
中
心
に
展
開
す
る
鹿
児
島
の
農
業
生
産

法
人
㈲
坂
上
芝
園
の
迫
伸
也
さ
ん
は
、
新
し

い
販
路
を
求
め
て
出
展
。
そ
れ
と
同
時
に

「
今
後
は
現
在
の
品
目
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
作
物
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
市
場
は
何
を
求
め
て
い
る
か
を
知
る

た
め
に
、
様
々
な
食
品
関
係
者
と
話
を
す
る

の
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
今
回
は
い
ろ
い
ろ

情
報
が
集
ま
っ
た
の
で
、
次
の
方
向
性
作
り

に
活
か
せ
そ
う
」
と
成
果
を
振
り
返
る
。
反

省
点
は
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
前
に
参
加
し
た
展

示
会
で
試
食
用
の
イ
モ
ダ
ン
ゴ
が
全
部
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
「
も
っ
と
持
っ
て

く
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
口
を
尖
ら
せ
る
が
、

そ
れ
で
も
鉢
の
中
で
そ
そ
り
立
つ
ケ
ー
ル
の

イ
ン
パ
ク
ト
は
、
来
場
者
の
目
を
引
い
て
い

た
。

セ
ロ
リ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ…

農
業
経
営
者
が
バ
イ
ヤ
ー
に
売
り
込
む
！

共
同
出
展
レ
ポ
ー
ト

さ
ん
だ
。
八
丈
島
で
名
産
品
・
あ
し
た
葉
を

生
産
す
る
垣
内
さ
ん
は
、
昨
年
10
月
に
Ｊ
Ａ

と
共
同
で
新
し
い
加
工
工
場
を
立
ち
上
げ
た

の
を
機
に
、
よ
り
露
出
度
を
高
め
よ
う
と
出

展
を
決
意
。
あ
し
た
葉
の
茶
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
他
業
種
の
ブ

ー
ス
も
巡
回
し
、
「
実
際
に
売
り
出
し
て
る

あ
し
た
葉
寒
天
の
よ
う
に
、
あ
し
た
葉
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
原
料
が
な
い
か
、

ヒ
ン
ト
を
捜
し
た
」
と
貪
欲
な
姿
勢
を
見
せ

た
。
ま
た
出
展
し
た
理
由
は
自
社
製
品
の
売

り
込
み
だ
け
で
は
な
く
、
「
地
元
の
仲
間
か

ら
は
展
示
会
の
雰
囲
気
を
見
て
来
い
と
言
わ

れ
て
き
た
。
で
き
れ
ば
来
年
は
八
丈
島
の
名

産
ブ
ー
ス
と
し
て
大
き
く
出
展
す
る
つ
も

り
」
と
先
の
展
開
も
見
据
え
て
い
る
。

　

各
々
の
目
的
で
参
加
し
、
農
産
物
の
魅
力

を
市
場
に
訴
え
た
共
同
出
展
。
新
た
な
展
開

を
求
め
る
経
営
者
は
一
度
参
加
さ
れ
た
い
。

　

一
方
、
試
食
品
で
大
勢
の
人
を
集
め
て
い

た
の
は
、
愛
知
県
の
横
地
愛
菜
園
が
出
品
し

た
セ
ロ
リ
。
生
産
者
の
横
地
幸
夫
さ
ん
の
愛

娘
二
人
が
店
頭
に
立
っ
て
、
自
家
製
ボ
カ
シ

肥
料
に
よ
る
甘
み
の
あ
る
セ
ロ
リ
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
る
と
、
通
過
す
る
者
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
手
を
伸
ば
し
た
。
「
私
み
た
い
な
お
じ
さ

ん
が
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
り
い
い
で
し
ょ
う
」
と
笑

う
横
地
さ
ん
の
思
惑
が
奏
功
し
、
連
日
、
ス

ー
パ
ー
、
卸
、
加
工
メ
ー
カ
ー
と
多
く
の
名

刺
交
換
を
果
た
し
た
。

「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
か
ら
製
品
の
原

料
と
し
て
使
え
な
い
か
と
相
談
さ
れ
る
な

ど
、
新
し
い
販
路
の
発
見
も
あ
っ
た
。
セ
ロ

リ
の
評
価
も
お
お
む
ね
高
く
、
い
く
つ
か
好

感
触
の
企
業
も
。
感
想
と
し
て
は
思
い
切
っ

て
出
展
し
て
よ
か
っ
た
な
と
」

　

さ
ら
に
今
回
の
出
展
を
幅
広
く
活
用
し
て

い
た
の
が
、
㈱
八
丈
あ
し
た
葉
の
垣
内
直
彦

横地さんは積極的にセロリの試食を勧める、甘みのある
セロリにバイヤーも驚嘆。

つぶつぶ農園・和菜のセット野菜の提案。加工業者、外
食など多くのバイヤーと意見交換をした。



　

国
産
野
菜
は
今
、
過
剰
な
の
か
？　

そ
れ

と
も
不
足
な
の
か
？　

野
菜
の
生
産
と
消
費
、

そ
の
流
通
に
つ
い
て
、
講
師
・
小
林
彰
一
氏
は

ま
ず
世
間
の
常
識
に
疑
問
符
を
つ
け
た
。

　

過
去
10
年
間
で
野
菜
の
国
内
生
産
は
15

％
、
2
2
0
万
t
減
っ
て
い
る
。
輸
入
量
が

増
え
た
か
ら
、
国
産
が
減
っ
た
の
か
？　

こ

の
期
間
で
増
え
た
輸
入
量
は
70
万
t
だ
か

ら
、
流
通
量
は
1
5
0
万
t
減
っ
た
こ
と
に

な
る
。
実
は
輸
入
量
で
増
え
た
の
は
、
業

務
・
加
工
用
だ
。
こ
れ
ら
は
ネ
ッ
ト
で
入
る

か
ら
、
国
内
生
産
の
減
少
量
を
輸
入
増
の
70

万
t
で
だ
い
た
い
補
え
て
い
る
。
そ
し
て
国

内
で
消
費
さ
れ
る
野
菜
の
う
ち
、
加
工
品
の

割
合
が
増
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
消
費
量
が

減
っ
た
の
で
は
な
く
、
供
給
量
が
減
っ
た
考

え
る
の
が
妥
当
だ
。

　

だ
か
ら
、
「
野
菜
を
も
っ
と
食
べ
よ
う
」

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
よ
り
も
、
落
ち
込
ん

だ
国
内
生
産
量
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。

落
ち
込
み
を
招
い
た
の
は
、
生
産
者
の
「
単

価
主
義
」
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
良
い
値
段
が

出
な
い
と
生
産
を
減
ら
す
「
縮
小
再
生
産
」

が
続
い
た
結
果
な
の
だ
。

「
国
産
志
向
」
が
小
売
・
加
工
・
業
務
用
需

要
者
で
高
ま
っ
て
い
る
。
企
業
は
安
全
の
リ

ス
ク
を
犯
し
た
く
な
い
の
で
、
国
産
原
材
料

へ
の
強
い
要
望
が
あ
る
。
産
地
は
と
に
か
く

小
売
企
業
と
提
携
し
よ
う
と
進
め
て
お
り
、

中
国
産
な
ど
輸
入
野
菜
の
「
国
産
へ
の
代

替
」
化
傾
向
と
、
生
産
団
体
の
需
要
者
と
の

契
約
取
引
き
が
活
発
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
地
産
地
消
を
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と

し
て
確
立
さ
せ
る
試
み
が
進
む
。
神
奈
川
県

で
は
地
産
地
消
を
学
校
給
食
に
一
斉
導
入

し
、
富
山
県
で
は
小
売
業
で
同
様
の
取
り
組

み
を
開
始
し
た
。
地
域
の
顧
客
が
ど
の
よ
う

な
野
菜
に
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
る
か
を
吸
い

上
げ
、
地
域
の
野
菜
生
産
に
反
映
さ
せ
る
仕

組
み
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
小
売
業
や
食

品
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
顧
客
を
持
つ
中
卸
業
者

2
0
0
8
年
の
青
果
物
ト
レ
ン
ド
は
？

の
、
仲
介
・
斡
旋
・
調
整
・
提
案
機
能
を
強

化
す
る
動
き
だ
。
小
売
業
や
食
品
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
ニ
ー
ズ
は
デ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
の

中
卸
業
者
に
伝
わ
る
。
茨
城
県
や
宮
城
県
な

ど
で
は
、
早
々
に
連
携
を
進
め
て
い
る
。

　

彼
ら
は
脱
「
単
価
主
義
」
の
提
案
を
す

る
。
例
え
ば
、
冷
凍
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
キ
ロ

単
価
は
50
〜
55
円
、
従
来
の
産
地
で
は
引
き

合
わ
な
い
。
と
こ
ろ
が
大
規
模
化
や
水
田
転

作
を
進
め
る
地
域
で
、
密
植
に
し
て
40
〜
50

cm
に
す
れ
ば
、
反
当
り
５
ｔ
で
25
万
円
に
な

る
、
手
取
り
金
額
に
よ
る
経
営
だ
。
彼
ら
を

通
し
て
流
通
企
業
と
集
落
営
農
組
織
と
の

「
連
携
強
化
」
が
進
む
だ
ろ
う
。

　

販
売
面
で
は
、
ス
ー
パ
ー
の
野
菜
売
場
は

硬
直
し
て
い
る
。
52
週
の
安
定
供
給
を
徹
底

さ
せ
た
結
果
、
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
売
場
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
の
主
婦
は
感
覚
的

で
、
先
週
1
9
8
円
だ
っ
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

が
、
今
週
山
盛
り
で
1
5
0
円
！　

と
い
う

売
場
に
反
応
す
る
。
だ
か
ら
、
売
場
に
活
気

が
あ
る
の
は
八
百
屋
系
の
ス
ー
パ
ー
だ
。
野

菜
売
場
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
る
。
つ
ま
り
は

市
場
出
荷
・
相
場
に
連
動
し
た
販
売
形
態
が

見
直
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

最
後
に
安
心
・
安
全
。
こ
れ
は
も
う
消
費

者
に
浸
透
し
て
い
る
。
も
っ
と
必
要
な
の

は
、
お
い
し
い
か
ら
買
っ
て
く
だ
さ
い
と
い

う
「
お
い
し
さ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
だ
。
メ

ニ
ュ
ー
や
食
材
の
組
み
合
わ
せ
を
小
売
店
、

中
・
外
食
と
連
携
し
な
が
ら
考
え
る
こ
と
が

必
要
だ
。

2008年3月の活動

 

『農業経営者』読者の会 会報

定
例
セ
ミ
ナ
ー
第
8
弾
！

柏みらい農場で120haの農場経営を支える乾田直
播と大規模畑作技術の実演会に参加。
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全国大会レポート

共同出展レポート

3月の活動・参加申込書
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〒169-0075 東京都新宿区高田馬場3-18-25 康洋ビル9F TEL 03-3360-2697 FAX 03-3360-2698

定例セミナー・商談会への共同出展

 
◎参加申込書・資料請求（FAX専用 0120-410-359）

お申込方法/FAX 0120-410-359まで送信してください。（農業経営者HP http://www.farm-biz.co.jp/ からもお申込できます）
お問合せ/（株）農業技術通信社「農業経営者」読者の会 事務局TEL 0120-555-184
※セミナーへの無料参加は、定期購読1件につき、1名様までです。2名様以上でお申込される場合、2人目より2,000円をいただきます。予めご了承下さい。

①自分の商品を直接バイヤーに売り込みたい！
②外食・中食、卸、小売の販路を広げたい！
③バイヤーの求める商品を生の声で聞きたい！
④他の生産者の売り込み方を見てみたい！
⑤展示会には出たいが手続きや準備が大変そう…
ひとつでも当てはまる方、奮ってご参加ください。お
問合せは☎0120-555-184（担当／並木）まで！
※定員になり次第締切ります。お申込はお早めに！

3/11 火 ～14 金 会場／幕張メッセ
時間／10:00～17:00

「
国
産
野
菜
」
の
生
産
拡
大
を
！

スーパーマーケットとの取引開拓する専門展。付加価値のある商品や、独自性
がある農産物が注目されています。商品力のある農産物で、市場のリクエスト
に応えましょう！

FOODEX JAPAN 2008
世界の食品・飲料業界関係者が集うアジア・環太平洋地域最大の展示会

こんな方にお薦め!

「
2
0
0
8
年
、
野
菜
流
通
は

　
　
　
　
　

ど
う
変
わ
る
の
か
！？
」

読者の会では、共同出展参加者を募集しています。
共同出展費…10万円（造作費込・税別）
あるいは営業代行※であれば…出展費5万円（造作費
込・税別）
※あなたの農産物を読者の会事務局がお預かりして営業を代行します。出展
後、引き合いのあったバイヤーの名刺、問合せ内容をご報告します。

3/21 金 会場／㈱農業技術通信社内セミナー会場
時間／16：00～18：00

「
草
と
り
は
、
上
手
く
な
っ
て
は
駄
目
な
ん
だ
」

PROFILE●1930年、茨城県生まれ。1947年、茨城県牛久市の高松家へ
の婿入りをきっかけに、本格的に農業を始める。以後、茨城県を代表する農
業経営者として多くの人々に影響を与えた。98年には、「『土の力』を引き
出す米づくり、『豚の心』を読んだ飼養技術、『地域の教育』を重視した近
隣の子供たちへの竹林の開放などユニークな活動」を理由に、山崎記念農業
賞を受賞。引退した現在も、指導者として若い経営者たちや業界人、研究者
にヒントを与え続けている。

イノベーション(革新)は自らの弱点や問題を見据える者
にしか実現できない。「草取りは、上手くなっては駄目
なんだ」という高松氏の意図は、習慣に染まり、日常の
問題点を見過ごしてしまう者たちへの警鐘である。イノ
ベーションそのものであった同氏の農業経営者としての
人生をとおして、経営とは、農業とは、夢とは、何かを
問う。

【
講
師
】

高
松
求
氏

　
　
　
　
　

 

（
茨
城
県 

農
業
経
営
者
）

お名前

E - m a i l

ご住所　〒

TEL

FAX

■参加を希望する項目に　 して、必要事項をご記入下さい。

会社名
農場名

□  3/21（金）高松求氏　　 □セミナー終了後の懇親会に参加（18：00～20：00）※会費1,000円

□ 1年購読18,000円（送料・税込）̶ この機会に年20回以上予定のセミナーに無料で参加できる「農業経営者」定期購読を申込̶

申　込

□ FOODEX JAPAN 2008申　込 □ 資料請求

 商談会　   □共同出展     □ 営業代行

  

 定例セミナー　 □定期購読者（無料）    □ 一般参加（5,000円）

  

共同出展費用：10万円【造作費（パネル、POP、配布資料）込・税別】
営業代行費用：5万円【造作費（POP、配布資料）込・税別】

※セミナーは事前申込み制です。
月刊『農業経営者』
定期購読者無料


